
八幡自治振興計画の策定
平成26年度事業



背景

平成１８年度 第一次振興計画策定（振興区２年目）

平成２２年度 第二次振興計画策定（自治振興センター移行に合わせて）

支えあい・助け合い・地域福祉推進

特産品の開発・生産・出荷の推進

観光事業の推進

振興区発足１０年。現在のままでいいのだろうか・・・・。

これからの5年、10年の方向附けが必要。

庄原市振興計画策定補助金：未活用



経過

3月：平成26年度予算計上

5月：中国地方総合研究センターと契約

8月：住民アンケート実施

10月：住民アンケート結果分析報告会

11月：役員会の意見反映（ワークショップ）

12月：女性、若者達からの意見反映（ワークショップ）

1月：役員会で振興計画案審議

1月：役員会メンバーからの問題個所提出

2月：役員会で振興計画決定・印刷

4月：総会で承認

5月：振興計画各戸配布



これまでの活動状況

 デイホーム事業を２ケ所で実施



これまでの活動

 地域防災活動の本格活動は今後



これまでの活動

 中学校加工所申請取り下げ

 唐辛子味噌の次の展開に至らず



これまでの活動

 エドヒガン整備後の振興策は今後



これまでの活動
地域の魅力・宝などまとめたけど・・・・

（ものがたり絵図、ガイドブック、ホームページ・・・）

座禅と八幡歴史散策 飯山登山



アンケート結果
 福祉推進は今後とも第一優先で。

 車に乗れなくなったら・・大変不安

 土砂災害不安。危険個所確認要。

 地域資源を活かして地域活性化を。

 定住促進を進めて。空家活用も。

 必要以上の専門部。役員減員を。

 支部活動希薄。支部組織見直しを。



基本目標

地域福 祉 推 進

生き生きとした暮らし

にぎわいのある暮らし つながりのある暮らし

これまでの１０年間の取り組みを継続さ

せ、さらなる充実を図り、生き生きとし

た暮らしの実現を図ります。

八幡にあるすべての地域資源を活か

した事業を推進し、地域活性化を図

ります。

人と人との、あたたかなつながりがあ

る八幡の暮らしを発信し、移住・定住

につなげます。

地域活 性 化 定住促 進

八幡の宝

守る

伝える育てる



中期事業計画と平成27年度重点課題
①地域福祉推進
（デイホームの充実、危険個所の確認と広報等）

②地域活性化推進
（桜まつり、飯山登山、修学旅行民泊準備、収穫祭、木の駅等）

③定住促進
（企画書作成、空家調査、情報発信等）

④組織体質改善
（専門部組織、支部役割、関係団体との関係、人材育成等）



元気を出そう八幡


